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５類移行（５月８日）後の新型コロナへの対応についてお知らせします 

～基本的感染対策＋場面に応じたマスク着用を～ 

 

 

新型コロナの感染症法上の位置づけが、５月８日から季節性インフルエンザなどと同じ

「５類」に移行します。その後は、感染者の外出自粛や医療費の負担、医療機関への受診な

ど、これまでと対応が大きく変わります。 

現時点における変更点等についてまとめましたので、ご確認ください。内容については

今後、修正等が行われる場合があります。 

５類になって、新型コロナが消えるわけでも、弱体化するわけでもありません。最近は、

本市でも、全国的にも、感染状況が下げ止まりから緩やかな上昇に転じる傾向がみられま

す。 

まもなくゴールデンウィークもスタートし、市内外を問わず人の動きが活発化し、人との

接触機会も大幅に増え、それに伴って感染リスクも上昇します。以下にお示しする留意事

項を踏まえ、引き続き、基本的な感染対策と場面に応じたマスクの効果的な着用をお願い

します。 

  

【基本的感染対策の継続】 

５類移行後も、基本的な感染対策に変わりはありません。引き続き、「三密の回避」、「人

と人との距離の確保」、「手洗い等の手指衛生」、「換気」等、適切な感染対策の実施をお願

いします。 

 

【場面に応じたマスクの効果的な着用】 （別紙１参照） 

3/13 から、マスク着用は、屋内外を問わず原則、個人判断となりました。個人の主体的

な判断を尊重し、他人にマスクの着脱を強いることがないよう、ご配慮をお願いします。 

一方で、高齢者など重症化リスクの高い方への感染を防ぐため、マスク着用が効果的な

場面では着用が推奨されています。 

高齢者や重症化リスクの高い方が、混雑した場所に行く場合は、自身を守るための対策

としてマスク着用は効果的です。また、事業者は、感染対策上又は事業上の理由等により、

利用者や従業員にマスク着用を求めることは許容されています。 

着用が必要となる場面に備え、マスクは常に携行いただくようお願いします。 

≪マスク着用が推奨される効果的な場面≫  

・医療機関の受診時や、高齢者施設など重症化リスクの高い方々が利用する施設を 

訪問する場合。 ※施設の従事者については、勤務中も着用をお願いします。 

・人と人が触れ合う程度に混雑した電車やバスに乗車する場合。 

 

【療養期間の考え方】 

５類移行後は、外出を控えるかどうかは、季節性インフルエンザと同様、個人・事業者の

判断に委ねられます。 

次の通り、外出を控える推奨期間や一定期間の留意事項が示されていますので、これを

踏まえて、適切な対応をお願いします。 



≪感染者≫  

①外出を控えることが推奨される期間 … 発症翌日から５日間 

※ただし、５日目に症状がある場合は、症状が軽快してから２４時間程度経過 

するまでとします。 

②周りへの配慮として、発症後１０日間は不織布マスクを着用し、重症化リスクの 

高い方々との接触は控えてください。 

≪濃厚接触者≫ 

①濃厚接触者の特定はなく、外出自粛も求められません。 

②家族等が感染した場合、外出の際は特に５日間は自身の体調に注意するととも 

に、７日目までは発症の可能性があるため、基本的感染対策のほか、不織布マス 

クを着用し、重症化リスクの高い方々との接触は控えてください。 

 

【外来・入院等の医療費】 

５類移行後は、コロナ治療にかかる医療費のうち、窓口負担分の自己負担をお願いする

こととなりますが、急激な負担増とならないよう、新型コロナ治療薬の薬剤費をはじめ、 

一定の公費支援は９月末まで継続されます。 

  ≪外来≫ ・新型コロナ治療薬の薬剤費は自己負担なし（～９月末） 

・その他の外来医療費は自己負担あり 

  ≪入院≫ ・高額療養費制度の自己負担限度額から上限２万円を減額（～９月末） 

・新型コロナ治療薬の薬剤費は自己負担なし（～９月末） 

  ≪検査≫ ・自己負担分の公費支援は終了 

 

【医療支援体制】 

現在は、市内約１３０カ所の診療・検査医療機関でコロナ感染が疑われる患者の外来診

療を実施し、コロナ専用として確保した病床のある特定の医療機関において、入院患者の

受入を行っています。 

５類移行後の外来診療は、診療・検査医療機関に加えて、より幅広い外来対応医療機関

で受診・検査を行うようになります。  

ゴールデンウィーク中に診療・検査を受けやすくするため、連休中に対応可能な医療機

関が県のホームページに公開されますので、ご確認ください。 

また、入院治療についても、コロナ確保病床を有する特定の病院だけでなく、より幅広

い病院で入院患者を受け入れる体制になります。 

 

【ワクチン接種】  

今年度は、重症者を減らすことを目的として、令和６年３月末まで引き続き無料での接

種を行います。 

令和５年春開始接種は 5/8 から開始し８月末まで、重症化リスクが高い高齢者、基礎疾

患をお持ちの方及び医療従事者や施設従事者を対象に行います。基礎疾患をお持ちの方

や各従事者の方で接種を希望される場合は、基礎疾患の調査案内が郵送されますので、

接種券の発行申請をお願いします。対象者の方には、接種券を順次送付しています。接種

を希望される方は、お手元に届きましたらご予約をお願いします。 

令和５年春開始接種から、１２歳以上の方の個別接種の予約方法を各医療機関での直接

受付に変更しました。電話番号を記載した医療機関一覧表を接種券に同封いたしますので、



ご確認ください。 

５歳から１１歳の方のオミクロン株対応ワクチン接種は、引き続き８月末まで接種が可能

です。希望される方は、予約サイトでのオンライン予約かコールセンターでの予約をお願い

します。 

集団接種については、NCV ふくしまアリーナを利用し接種を継続します。集団接種の予

約は、オンライン又はコールセンターで受付します。 

  

【子どもたちへの対応】 

小・中学校や公立保育施設に対しては、4/1 以降はマスクの着用を求めないこととし、

感染者発生等に伴う保育施設の臨時休園や登園自粛要請は、原則行わないこととしまし

た。 

また、国は、感染した際の出席停止の期間の基準を、現在の「治るまで」から「発症の翌

日から５日間」とし、かつ「症状が軽くなってから１日経過するまで」とする、新たな基準を

定めることとしており、発症後、一定期間はマスクの着用を呼びかける方針です。 

 

【市役所施設内での対応】 （別紙2参照） 

マスク着用は職員個人の判断としますが、感染による影響が大きい方々（高齢者施設等

の従事者・入通所者、重症化リスクの高い方など）へ対応する場合は、引き続きマスクを着

用することとします。 

また、現在、窓口等に設置してある感染防止のパーテーションは、撤去します。 

市民の皆さまには、来庁された際の手指消毒など、基本的な感染対策に、引き続きご理

解とご協力をお願いいたします。 

 

令和５年４月２６日 

福島市長 木幡 浩 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


